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（１） 計画の進捗状況の把握 5 

   本計画に定めた施策の取組状況、目標値の進捗状況について、毎年度実6 

績を把握していきます。 7 

   8 

（２）中間評価    9 

○計画の中間年度（平成 27 年度）に、計画の進捗状況を評価し、その結果 10 

を公表します。 11 

○この評価に当たっては、計画に定めた施策の取組状況、目標値の達成状 12 

況などについて必要な分析を行います 13 

○中間評価を踏まえ、必要に応じ、達成すべき目標値の設定、目標を達成 14 

 するために取り組むべき施策内容について見直しを行い、計画の変更を 15 

行うものとします。 16 

  ○中間年度の翌々年度（平成 29 年度）は、次期適正化計画作成作業を行う17 

こととなるため、その計画の検討に当該評価結果を活用するものとしま18 

す。 19 

  20 

（３） 実績評価 21 

本計画の計画期間が終了した翌年度（平成 30 年度）に、計画に掲げる22 

数値目標の達成状況を中心に実績評価を行います。 23 

評価の結果は、厚生労働大臣に報告するとともに、これを公表します。 24 

 25 

本計画の実効性を高めるため、計画策定、実施、点検・評価及び見直し・改26 

善の一連の循環（ＰＤＣＡサイクル）により計画の進行管理及び評価を実施し27 

ます。 28 

  29 

１ 計画の進行管理 
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 医療費適正化計画を推進するためには、地域住民が安心できる保健、医療、 4 

介護の提供体制を確立するとともに、県民、保険者、医療機関、医療関係者、 5 

事業者・企業、市町、県等の関係者がその役割を認識し、お互いに連携・協力 6 

する必要があります。 7 

 8 

（１）医療保険者 9 

  各医療保険者は特定健康診査・特定保健指導事業及びその他の健診事業等10 

の実施により、生活習慣病の予防を図り、医療費の適正化を実現していただ11 

くとともに、その成果についてできるだけ公表いただくことを期待します。12 

また、被保険者に対し医療費の実態についての情報提供及び医療費適正化へ13 

の関心を高めるような啓発等を積極的に実施されることを期待します。 14 

（２）医療機関・医療関係者 15 

  県民に対する良質な医療サービスの提供に努めるとともに、医療保険事業16 

の健全な運営に協力されることを期待します。 17 

（３）事業者・企業 18 

労働安全衛生法に基づく定期健康診断の実施に当たって、医療保険者が実施19 

する特定健康診査・特定保健指導と十分に連携し、効果的、効率的に実施され20 

ることを期待します。 21 

（４） 行政機関 22 

１）国 23 

国においては、医療費適正化に資する事業の実施に十分な財源を確保24 

するとともに、事例に関する情報を積極的に医療保険者、医療機関・医療25 

関係者、行政機関等に積極的に提供されることを期待します。 26 

 ２）市町 27 

地域住民の健康増進を担っている市町においては、健康教育、健康相談28 

等の保健事業を通じてメタボリックシンドロームの概念等の生活習慣病に29 

関する啓発活動及び重症化防止への取組みを積極的に推進することを期待30 

します。 31 

また、介護保険施設その他の介護サービスの基盤整備も担っているため、32 

県が策定する「さがゴールドプラン２１」（介護保険事業支援計画・高齢者33 

保健福祉計画）と連携し、市町介護保険事業計画に基づく介護サービスの34 

提供に努められることを期待します。 35 

 ３）県 36 

   県において、国の医療制度改革に関する計画策定及び本県における保健37 

医療に係る課題に対して、総合的・横断的な取組みを推進します。 38 

２ 関係者の役割 
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また、メタボリックシンドローム予防対策や医療資源の効果的な活用 1 

を推進するため、県民への普及活動や情報提供等により県民運動の機運醸2 

成や関係機関が連携して取組みの促進を図ります。 3 

さらに、佐賀県医療費適正化計画について、県民、医療保険者及び医療  4 

機関等の関係機関に対して、県ホームページや広報誌への掲載等により周5 

知を図ります。 6 

 7 


